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2015年度第１四半期の決算概要、および今年度の見通しについてご説明します。 
第1四半期の業績は、売上高は原料費調整に伴う単価減およびガス販売量の減少により
減収となりましたが、主に油価下落に伴うスライドタイムラグの大幅な好転から、営業利益・
経常利益・当期純利益はそろって増益となり過去最高を更新しております。 
売上高467億円・8.7%の減少要因は、都市ガスの416億円減、電力売上減等によるその他
エネルギーセグメント107億円減などです。 
 
一方、営業費用812億円・17.1%の減は、原油安影響や販売量減等によって都市ガス原材
料費が732億円減少したほか、電力やLNG販売などのその他エネルギーセグメント費用が
122億円減少したこと等によるものです。 
営業費用の減少額が売上高の減少額を大きく上回り、営業利益は345億円・57.5%増の
945億円となりました。 
 
営業外収支はオーストラリアドルの下落等により為替差損益が5億円悪化した等により対前
年同期で8億円悪化しました。 
 
このため経常利益は337億円･56.6%増の933億円となりました。 
 
前年同期にありました固定資産売却益等が無かったこと等から、特別損益は49億円悪化し
ております。 
以上により、親会社株主に帰属する当期純利益は287億円･64.0%増の734億円となりまし
た。 
 

なお、原料価格の変動に伴うスライドタイムラグは、中ほど下段に記載の通り前期より過回
収が322億円増加し、当期の増益に大きく寄与しております。これには、昨年度後半から原
油価格が急落した影響が効いております。 
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第1四半期の連結ガス販売量は、対前期比1億1千9百万m3・3.2%減の35億3千8百万
m3となりました。 

発電所の定期修理等によって工業用のガスが5.7%と大きく減少したほか、5～6月の気
温が前期と比較して高く推移した影響による給湯需要減で家庭用のガスが1.7%減少し
たことなどが、その主な理由であります。 
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ここでは、財務会計上のガス販売量にトーリングによるガス使用量とＬＮＧ販売量を加算
した所謂ビジョンベースのガス販売量、および工業用ガスを発電用と一般工業用の種
別ごとに、鹿島地区とその他地区で区分して表示しておりますので、ご参照ください。 

 



5ページ6ページではセグメント別の売上高・営業利益とその要因を記載しており
ます。 



都市ガスセグメントの323億円増益は、ガス販売数量減少による粗利減10億円が
あったものの、先ほどご説明した大幅なスライド改善による322億円の粗利増が主
な要因です。 

 

続いてその他エネルギーセグメントですが、15億円の増益となっております。 

 

まず、電力事業は41億円の大幅減益となりました。これは発電所の点検等によっ
て電力販売量が15.2%減の約23億kWhと大幅に減少したことや、単価減の影響
によります。 

 

一方で、ＬＮＧ販売は西部ガスひびき基地への供給が昨年秋から開始されたこと
等から販売量が約30%と大幅に増加したほか、油価下落に伴う原料費減等から、
54億円の大幅増益となっております。 
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続きまして通期の収支見通しを、今年4月にお示しした前回見通しとの対比でご説明します。 
 
ガス販売量を下方修正したものの売上高は対前回見通しで430億円の上方修正となっておりま
す。 
 
これは、足元の実績を勘案し、第2四半期の油価見通しを当初計画の１バレル５５ドルから今回６
５ドルに変更したこと等から、対前回計画で販売単価が上昇することによるものです。 
 
第1四半期では対当初計画でガス販売量が減少した結果、減益となっておりますが、第２四半期
の油価見通しを今回上方修正したこと等から期ズレが改善し、年間トータルでは利益の見通しを
前回通りといたしております。 
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販売量につきましては、対前回見通しで0.5%・7千5百万m3下方修正いたしました。こ
れは第1四半期の対前回見通し実績差を反映させたものであり、第2四半期以降は変更
なしといたしました。 

 

 家庭用は、第１四半期が当初計画より高気温で推移したことから、6千3百万m3の下方
修正としております。 

 

 業務用は、第１四半期で省エネトレンドが当初計画ほどは強く出なかったこと等から1

千3百万m3の上方修正といたしました。 

 

 工業用は、第1四半期の一般工業用が販売先の稼働減等から2千百万m3下方修正し
たものの、発電専用は電力需給緩和の影響が当初計画ほどは強く出なかったこと等か
ら1千9百万m3上方修正し、トータルでは微減としております。 

 

 卸販売については卸供給事業者の需要減や第１四半期の高気温等から、2千3百万
m3の下方修正としました。 
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ここでは、財務会計上のガス販売量にトーリングによるガス使用量とＬＮＧ販売量を加
算した所謂ビジョンベースのガス販売量、および工業用ガスを発電用と一般工業用の
種別ごとに、鹿島地区とその他地区で区分して表示しておりますので、ご参照ください
。 





ここでは、セグメントの見通しと、対当初計画でのその主な差異理由を示しました。 

 

都市ガスセグメントは先ほどご説明いたしましたとおり、販売量の減少はあるもの
の、油価見通し変更により期ずれが改善することからスライド差が31億円改善す
ることで、対当初計画４億円の微減としております。 

 

また、電力事業は第2四半期の夜間稼働増による販売量増および油価見直しに
よる単価増、LNG販売も油価見直しによる単価増を見込み、その他エネルギー
セグメント合計では4億円の微増に修正しております。 



13ページ、14ページにセグメント別情報を対前年度で比較しておりますので、ご
参照ください。 
 





ここでは、連結ベースの主要計数表を掲載しております。当初計画通り今年度も
総分配性向は60%程度を予定しております。 
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